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  岩名泰岳展〈七ツノ華〉より 

  YASUTAKE IWANA 
  Quoted from〈THE SEVEN BLOOMS〉 
   

     「〈幸ある野の人〉」油彩、キャンバス 530×455mm  2017 

         
  

 《展覧会概要》 

 岩名泰岳「＜七ツノ華＞より」 

 2017 年 11 月 5 日（日）－12 月 2 日（土） 

 12：00-18：00 会期中、水・木は休廊 最終日 17：00 まで 

  Reception＆Artist’s Talk :  11 月 5 日（日）16:30－18:00 
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ギャラリーあしやシューレではこのたび「岩名泰岳個展＜七ツノ華＞より」を開催いたします。 

岩名泰岳は 1987 年三重県生まれ。成安造形大学を卒業後 2010 年から 2012 年はデュッセルドルフ芸術

アカデミー(ドイツ)で研究生として学び、帰国後、村民芸術を提唱する「蜜の木」活動を開始。 

2017 年からは旧島ヶ原村（2004 年市町村合併で消滅）に集まる芸術家、職人、学者たちによる「過疎

結社（仮）」の活動を実践し、新世代作家を代表する存在として新しい絵画表現を切り開いています。 

島ヶ原に残る正月堂は、天平勝宝 4 年(752)の創始。1260 年以上の歴史を超えて様々の行事が受け

継がれてきました。加えて島ヶ原の聖地ともいうべき、正月堂裏山の観音山。こうした島ヶ原の原

風景や祈りの姿をモチーフとして、岩名は村に潜在するナラティブを色彩豊かに描き出してきまし

た。地中深くに蠢く土と血の色彩と、表面の荒々しい質感との間に調和が生み出され、記憶と思索

が寓話的幻想の中に浮かび上がる抽象作品は、数多くの鑑賞者を魅了しています。 

今回の個展タイトルは、1927 年（昭和 2 年）当時の島ヶ原村の若者が中心となって発行していた文集

『七ツノ華』を、岩名泰岳が地元の歴史取材中に発見したことが元になっています。 

「農村青年の飛び出す原因を知れ」と書かれた 1927 年編纂の文面からインスピレーションを受けた岩

名は、時代を超えた人間の心の深部を描き上げることに成功しました。 

弊廊では 3 回目の展覧会となる本展では、新作の油彩作品を中心に、『七ツノ華』との詩的韻律を湛え

た世界を探ります。それは、変容を続ける現代社会の中で、鄙ともいうべき島ヶ原の立ち位置から見

える景色や思いと、そこに潜む美を表現する岩名泰岳の眼差しを映したものと言えることでしょう。

是非、ご高覧ください。 

 

 

 
 

〈七ツノ華〉より           岩名泰岳 

 

 数年前、私の制作拠点である三重県伊賀市島ヶ原（旧阿山郡島ヶ原村）のある老人に集落の記憶に

ついての取材を行った際に『七ツノ華』という冊子を見せていただいた。これは 1927 年（昭和 2 年）

に三重県旧阿山郡西部青年団が発行した文集である。文集の名は発行に参加した 7 つの村の青年団の

ことを指している。旧島ヶ原村青年団もそのうちのひとつの〈華〉だった。後年の市町村合併により

現在この７つの村はもう存在しない。島ヶ原村も 2004 年に解体され、青年団もまた解散した。 

 『七ツノ華』に寄稿した昭和初期の村の若者たちは、農村から都市部への人口流出や経済格差、農

業人口の減少による田畑の荒廃など、当時の実状とそれを克服しようとする決意や団結を綴っている。

彼らが直面した〈風景〉の一部は 90年後の現在も同じ土地でつづいていることと読むことができるし、

彼らの理想や挫折、再生もまた繰り返されていると言える。 

 この展覧会に送るすべての絵のタイトルには『七ツノ華』に掲載されたテキストの断片を引用させ

ていただいた。これらの言葉は彼らの物語を示すものであるのと同時に、私や（私がこの土地で参加

してきたプロジェクトの）仲間たちの物語を示す言葉でもある。 
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 岩名泰岳（いわなやすたけ） 

 

 1987    三重県生まれ 

 2010    成安造形大学造形学部造形美術科洋画クラス卒業 

 2010–2012  デュッセルドルフ芸術アカデミー研究生 

 2013–2016   島ヶ原村民芸術「蜜の木」代表 

 2017-      過疎結社（仮）メンバー 

 現在       三重県伊賀市在住 

 

【主な個展】 

2017  「巡礼」タグチファインアート、東京 

2016  「オイテケボリノ キミニ キセキヲ」ギャラリーほそかわ、大阪 

2015  「観音山」MA2 ギャラリー、東京  

  「観音山」Mizuho Oshiro ギャラリー、鹿児島 

2014  「土の骨・星の花」SENSART ギャラリー、三重 

2013  「田ノ獣／森ノ花」ギャラリーあしやシューレ、兵庫 

2012  「Universum」reinraum e.V、デュッセルドルフ、ドイツ 

2009  「蜜の木と森の道」ギャラリーDen 58、大阪 

2007  「岩名泰岳展」CASO、大阪 

  「岩名泰岳展」ギャラリーDen、大阪 

 

【主なグループ展】 

2017  「Big Sensation」ギャラリーDen mym、京都 

2016  「New Positions 2016 日本の抽象絵画」タグチファインアート、東京 

2015  「kiseki -キセキ-」観菩提寺正月堂客殿、三重 

  「三重の新世代 2015」三重県立美術館、三重 

  「Lamellar」ギャラリーあしやシューレ、兵庫 

2014  「蜜ノ木-祭の後の異人たち-」旧アトリエ河口、三重 

  「奈良・町家の芸術祭はならぁと」工場跡、奈良 

  「地の糧 -その誘惑-」2kw ギャラリー、大阪 

2013  「KISS THE HEART #2」伊勢丹新宿、東京 

  「郵便夫と森の星」旧アトリエ河口、三重 

  「worldmaking ”100 年前の空”より」2kw ギャラリー、大阪 

2012  「Back from Japan」HPZ-Stiftung、デュッセルドルフ、ドイツ 

  「私の場所 私たちの風景」MA2 ギャラリー、東京 

  「２つの森 Zwei Wälder」ギャラリーDen mym、京都 

2011   「Visual Sensation vol.4」ギャラリーDen mym、京都 

  「Kunstpunkte 2011」Kunst im Hafen e.V、デュッセルドルフ、ドイツ 

  「奈良・町家の芸術祭 HANARART」ならまち各所、奈良 

2010    「Artist Night Vol.01」0000 ギャラリー、京都 

  「ART FAIR FREE」VACANT、東京 

  「アートアワードトーキョー丸の内 2010」行幸地下ギャラリー、東京 

  「SCHAULAGER 2010」CON-SUM、デュッセルドルフ、ドイツ 

 

【主な受賞】 

2016  第１回三重テレビ大賞 

2010  アートアワードトーキョー丸の内 2010 準グランプリ 
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